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ドイツ全土には総合大学がおよそ 140 あるが，そのうちの 39 の大学において，地理学の修士課程 1 
が設置されている（2012 年 8 月時点）。その 39 大学の修士課程のうち，自然地理学のコースが設置
されているのは 30 大学，人文地理学コースも 30 大学である。修士課程名称に持続可能性の概念が
反映されているのは，6 大学 7 課程である（表 1）。
本稿では，ベルリン・フンボルト大学（以下，フンボルト大学）とアイヒシュテット・インゴルシュ




























































































































表 3　人間―環境システムコースのモジュール一覧（カッコ内は ECTS の単位数）
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履修プランをみると，1 および 2 セメスターでは必修モジュールが多く，自然地理学の学習に重点
が置かれているのがわかる。続く 3，4 セメスターでは，プロジェクトや修士論文といった研究活動





































アイヒシュテット大学は 2010 年に「地理学：ESD」（以下，ESD コース）の修士課程を開設し，地

























ピテンシーの自発的な獲得に繋がっているという。また，こうして育成された人財は ESD 普及員 5
（Multiplikator）としての認定を経て各種教育機関，環境教育センター，ジオパーク，博物館での活
躍が期待されている。
以上をまとめるとアイヒシュテット大学の ESD コースは，1） 持続可能性トライアングルの視点
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から整理された地理学の学習，2） 神学・倫理学による責任感や価値観の育成，3） 教科教育や心理学・














ESD コースにおける履修プランの事例を表 4 に挙げた。また，必修モジュールおよび必修選択モ





















































校内 ESD について学ぶゼミと学校外 ESD について学ぶゼミを同時履修することとなる。学校外 ESD
では巡検がモジュールに組み込まれており，学校外における環境教育の実践方法を学ぶ機会が提供さ
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スという役割も付与されている。そのほか「生涯学習」や「企業における持続可能性マネジメント」
は実践志向であり，社会教育 ESD 実施の組織づくりの仕方や実施方法，企業の CSR 活動における














































ドイツでは，2014 年に終わる DESD の次を見据えた「ESD の将来戦略 2015+」の策定に取り掛かっ
ている。そこでは「持続可能プロセスの実践」や「プロジェクトから構造へ」の転換，「持続可能性






2　 ポイントは欧州単位互換制度（ECTS）の単位数を意味し，1 ポイントあたり 30 時間の従事時間とされている。
　  http://ec.europa.eu/education/lifelong-learning-policy/doc/ects/key_de.pdf（2012 年 11 月 5 日閲覧）。
3　 http://www.ku.de/unsere-ku/portraet/　（2012 年 11 月 5 日閲覧）
4　 創造コンピテンシー（Gestaltungskompetenz）とは，個人の自律的な活動，手法・方法を使いこなす能力，交流・参
画していく社会能力などを指している（Haan 2008）。
5　 ESD 普及員は，全学校種を対象とした ESD 授業のプログラム開発や実践を行う。学校活動における ESD を統合し，
コンピテンシーの育成を担う。また学校の質的改善も担う。ベルリン自由大学のグループが育成を始めた認定制度
である（http://www.bne-ganztagsschule.de/2012 年 11 月 5 日閲覧）。
6　 オンライン上での議論を得て ESD 国内委員会によってまとめられたドイツの「将来戦略 ESD2015+」http://www.
bne-portal.de/coremedia/generator/unesco/de/Downloads/Aktuelles/Meldungen/20120712_Zukunftsstrategie 2015_
Vollversion.pdf（2012 年 11 月 5 日閲覧）
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